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東北地方 名前

問1 東北地方の交通網について述べた文として、福島県の地理的特徴をふまえて正しい説明となっているものを選びなさい。 （2022年 京都府公立入試 類似）

1. 日本で最も長い国道4号が県内を
南北に貫いており、関東地方と東北
地方を結ぶ物流の大動脈となってい
る。

2. 東北地方の北端に位置するため、
国道4号の終点として北海道へのフェ
リー航路と直結している。

3. 県内を国道4号が通過しているが
、この国道は日本海沿いに整備され
ているため秋田県や山形県へのアク
セスに優れている。

4. 国道4号は栃木県と新潟県の間を
通過するルートとなっており、福島
県内を通ることはない。

問2 東北地方の日本海側に位置する都市の気候統計に見られる特徴として、正しいものはどれですか。 （2020年 福島県公立入試 類似）

1. 冷害の原因となる「やませ」の影
響を強く受けるため、1月の平均気温
は氷点下にはならないが、8月の平均
気温が24度未満になることが多い。

2. 暖流である日本海海流の影響を強
く受けるため、1月の平均気温は5度
を上回り、雪ではなく雨が多く降る
。

3. 冬の季節風の影響を強く受けるた
め、1月の降水量は100mmを超える
ことが多く、北部の地域では1月の平
均気温が氷点下になる。

4. 季節風が奥羽山脈によって遮られ
るため、1月の降水量は100mm未満
となり、冬は乾燥して晴天の日が多
くなる。

問3 東北地方の各県の特徴について述べた次の説明のうち、県名と県庁所在地の名称が異なる県に関する記述として適切なものはどれですか。
（2021年 香川県公立入試 類似）

1. サクランボの生産量が全国1位で
ある県の県庁所在地は山形市であり
、県名と都市名が異なっている。

2. 本州で最も広い面積を持つ県の県
庁所在地は盛岡市であり、北上盆地
を中心に農作物の栽培が行われてい
る。

3. 東北地方で最も人口が多い県の県
庁所在地は宮城市であり、周辺の平
野部では稲作が盛んである。

4. 東北地方の6県は、すべて県名と
県庁所在地の名称が一致しており、
行政上の混乱を防いでいる。

問4 仙台駅から鉄道を利用して移動する場合、盛岡駅へは約39分で到着できるのに対し、気仙沼駅へは約129分を要します。このように、仙台駅か
ら各都市への所要時間に大きな差が生じる要因として、東北地方の交通網の整備状況から説明できる最も適切な理由はどれですか。 （2026年

広島県公立入試 類似）

1. 仙台駅と盛岡駅の間には東北新幹
線が整備されており、高速での移動
が可能となっているから

2. 気仙沼駅は沿岸部に位置しており
、新幹線が通っているものの運行本
数が極めて少ないから

3. 気仙沼駅へは新幹線と在来線の両
方が並行して走っており、駅での乗
り換えに時間を要するから

4. 盛岡駅へ向かう路線は、地形が平
坦であるため在来線が新幹線に近い
速度で運行されているから

問5 東北地方のある地点の気候統計において、12月と1月の降水量が200mmを超えて年間で最も多く、夏よりも冬の降水量が多いという特徴が見ら
れる場合、その地点の場所と気候区分の組み合わせとして最も適切なものはどれですか。 （2019年 富山県公立入試 類似）

1. 宮城県の仙台平野 ―
太平洋側の気候

2. 岩手県の沿岸部 ―
太平洋側の気候

3. 山形県の内陸部 ―
日本海側の気候

4. 北海道の東部 ― 北海道の気候

問6 福島県内陸部に位置する若松は、太平洋沿岸の小名浜に比べて冬の気温が低く、年間の気温の変化（年較差）が大きいという特徴があります。
若松の1月の平均気温が約1度、年間の降雪日数が約102日であるのに対し、小名浜の1月の平均気温は約4度、降雪日数は約24日となっています
。若松において、冬の降雪日数がこれほどまでに多くなる地理的な要因として最も適切なものはどれですか。 （2024年 岩手県公立入試 類似）

1. 黒潮（日本海流）の影響で大気が
不安定になり、雪雲が発達しやすい
ため

2. 日本海側から吹き込む湿った季節
風の影響を強く受けるため

3. 太平洋側から吹き込む湿った南東
の季節風が奥羽山脈を越えてくるた
め

4. シベリア高気圧から吹き出す乾い
た風がフェーン現象を起こして冷え
込むため

問7 日本の諸地域に関するある統計において、人口が約228万人で東北地方の経済の拠点となっており、製造品出荷額等が約4兆3853億円、海面漁
業漁獲量が約184千tという高い数値を示している県はどこですか。 （2024年 千葉県公立入試 類似）

1. 長崎県 2. 青森県 3. 宮城県 4. 熊本県

問8 岩手県盛岡市などの統計において、1993年や2003年には７月・８月の平均気温が摂氏20度を下回るほど低くなり、これに伴って米の収穫量が
平年の半分以下まで激減したことが記録されています。このような深刻な冷害を引き起こした気象現象の説明として、最も適切なものを選びな
さい。 （2018年 徳島県公立入試 類似）

1. 夏にオホーツク海側から吹き込む
、冷たく湿った北東の風の影響

2. 冬に日本海側から山を越えて太平
洋側に吹く、乾燥した北西の風の影
響

3. 夏に山を越えて吹き下ろす、高温
で乾燥した風の影響

4. 夏に南方の海洋から吹き込む、高
温で湿った南東の季節風の影響

問9 東北地方の太平洋側では、1980年や1993年のように、米の作況指数が著しく低下し、農業に深刻な打撃を与える年があります。このような事
態を招く気象現象の説明として、最も適切なものはどれですか。 （2019年 長野県公立入試 類似）

1. オホーツク海高気圧から吹き込む
冷たく湿った北東風「やませ」によ
り、夏の気温が上がらず冷害が発生
する

2. シベリア高気圧から吹き出す乾燥
した北西の季節風が奥羽山脈を越え
、太平洋側に大雪をもたらす

3. 小笠原高気圧の勢力が強まること
で、太平洋側から高温で乾燥した風
が吹き続け、深刻な干害が発生する

4. 発達した低気圧が日本海を通過す
る際、山を越えて吹き下ろす熱い風
によって気温が急上昇するフェーン
現象が起こる

問10 1993年や2003年の統計において、岩手県の米の作況指数（平年を100とした収穫量の割合）が30や73といった非常に低い値を示し、全国平均
や西日本の山口県を大きく下回る深刻な不作となった主な要因は何ですか。 （2025年 山口県公立入試 類似）

1. フェーン現象による高温障害 2. やませによる冷害 3. 冬の季節風による大雪害 4. 台風の直撃による風水害

問11 東北地方の太平洋側に位置する県のうち、青森県の南、宮城県の北に接し、本州で最も広い面積を持つ県はどこですか。 （2019年 広島県公立入試 類似）

1. 岩手県 2. 秋田県 3. 福島県 4. 青森県

問12 東北地方の太平洋側では、夏にオホーツク海高気圧から冷たく湿った北東の風が吹き込み、稲の生育が妨げられることがあります。このような
自然条件に対応するために行われてきた、農業の取り組みとして最も適切な説明はどれですか。 （2020年 京都府公立入試 類似）

1. 夏に吹く乾燥した季節風を利用し
て、水田から畑作へと大規模な転換
を行い、ブランド野菜の生産に特化
させた。

2. 温暖な冬の気候を活かした「二毛
作」を推進し、夏の収穫不足を補う
ために麦の栽培面積を拡大した。

3. 「やませ」による冷害を克服する
ため、寒さに強く食味も優れた「銘
柄米」を開発し、産地ブランド化に
よる差別化を図った。

4. 大規模な「干拓」によって農地を
広げ、冷害の影響を分散させるため
に、品質よりも生産量を重視した安
価な品種を増産した。


